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第８節　　　家　　　庭

第１　指導計画の作成

１　指導計画作成の基本的な考え方
　学習指導要領の目標を踏まえて、２学年にわたって学習する内容を「Ａ家族・家庭生活」「Ｂ衣
食住の生活」「Ｃ消費生活・環境」で示しているが、これらは指導の順序や三つの内容別に指導を
することを示しているものではない。　　　
　指導に当たっては、各内容の各項目の指導の順序を工夫し、各指導事項ア、イとの関連を図って
題材を構成し、効果的な学習指導ができるよう年間計画を作成する。
２　指導計画作成の一般的な手順
　２学年間を見通した全体的な指導計画の作成に当たっては、次のような手順が考えられる。

３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項
⑴　「特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた児童への指導」の視点（解Ｐ70、71）
　 　個々の児童によって、学習活動を行う場合に生じる困難さが異なることに留意し、困難さに応
じた指導内容や指導方法を工夫する。その際、児童の学習負担や心理面にも配慮する。
⑵　「主体的・対話的で深い学び」の視点（解Ｐ67、68）
　 　題材などの内容や時間のまとまりの中で育む資質・能力の育成に向けて、児童の主体的・対話
的で深い学びの実現を図る。その際、生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、知識と生活経験
等と関連付けて深く理解するとともに、日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し様々な
解決方法を考え、他者と意見交流し、実践を評価・改善して、新たな課題を見いだす過程を重視
した学習の充実を図る。
⑶　「教科等横断的」な視点（解Ｐ４、５）
　 　指導に当たって、他教科等の指導内容の関連を検討し、指導の時期や指導の方法などについて
相互の関連を考慮して指導することが考えられる。また、言語能力、情報活用能力、問題発見・
解決能力等の学習の基盤となる資質・能力を育成していく。
⑷　「社会に開かれた教育課程」の視点（解Ｐ２）
　 　教育課程の編成に当たって、社会や世界の状況を幅広く視野に入れ、求められる資質・能力を
教育課程において明確化し育み、地域の人的・物的資源を活用する。
⑸　「道徳教育の充実」の視点（解Ｐ71、72）
　 　家庭科と道徳科で扱う内容や教材の中で、適切なものを相互に活用すると効果的である。　
⑹　各項目に配当する授業時数及び各項目の履修学年（解Ｐ68、69）
　 　児童や学校、地域の実態等を考慮し、各学校において適切な授業時数を配当する。２学年間を
通して履修学年や指導内容を適切に配列すること。２学年間の学習の見通しをもたせるために、
第５学年の最初に、ガイダンスを設定する。（編Ｐ133チェック表参照）
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⑺　「Ａ家族・家庭生活」の⑷の指導（解Ｐ69）
　 　「家族・家庭生活についての課題と実践」については、それまでの学習により習得した知識及
び技能などを十分に活用できるようにする。Ａ、Ｂ、Ｃの内容の関連を図り、２学年間で一つ又
は二つの課題を設定し、時期を考慮して実施する。
⑻　段階的な題材の配列（解Ｐ69）
　 　学年の発展性や系統性、季節、学校行事、地域等との関連を考え配列する。基礎的なものから
応用的なものへ、簡単なものから複雑なものへというように、次第に発展する内容であることに
留意する。また、反復が必要なものについては、題材に繰り返し位置付けるなど、指導計画を工
夫する。　
⑼　題材の構成（解Ｐ69、70）
　 　育成する資質や能力を明確する。関連する内容の組合せを工夫したり、学習過程との関連を
図ったりする。児童や地域の実態に合わせ、身近な題材を設定するよう配慮する。

食生活 衣生活
題材の
指定

・日本の伝統的な文化を重視し、継承するための米飯とみそ汁
・ゆでる材料として青菜やじゃがいも・和食の基本となるだしの役割

ゆとりや縫いしろを理解させるた
めの袋

４　内容の取扱いと指導上の配慮事項（解Ｐ72～78）
⑴　言語活動の充実
　 　家庭科では国語科を中心として育まれた言語能力を基に、調理や製作等における体験を通して
生活の中の様々な言葉を実感を伴って理解するようにしたり、観察や実習等の際のレポート作成
や考察、思考したことを発表したりするなどの言語活動を通して、教科のねらいをより確実に定
着させることができるようにする。
⑵　コンピュータや情報通信ネットワークの活用
　 　実習等における情報の収集・整理や、実践結果の発表などを行う際に、コンピュータをはじめ
とする情報機器を効果的に活用する。
⑶　実践的・体験的な活動の充実
　 　実践的・体験的な活動を中心とし、児童が習得した知識及び技能を生活の場で生かすことがで
きるよう、児童の実態を踏まえた具体的な活動を設定する。何をどのように学び、生活のどの場
面でどのように生かすのかを児童がイメージし、実践できるようにする。
⑷　個に応じた指導の充実
　 　児童一人一人の個性を生かし伸ばすために、ティームティーチングや少人数指導を取り入れた
り、教材・教具を工夫したりする。また、学習形態の工夫や、児童の家庭科における実態をもと
にした学習場面でのグループやペアなどのメンバー構成を考えるなど、効果的な学びができるよ
うにする。
⑸　家庭や地域との連携
　 　家庭や地域との連携を積極的に図り、児童が習得した知識及び技能を定着させていく。そのた
めに、日ごろから家庭が家庭科の授業への関心をもてるよう、家庭科の学習内容を広くアピール
したり、授業におけるボランティアを要請したりするなど、計画的に行う。家庭・地域との連携
が児童の学習を学校とともに支えていることを理解し、連携体制を持続させる。
⑹　実習の指導
　 　家庭科は実践的・体験的な活動を通して学習するという特徴がある。その中心的な学習活動で
ある調理や製作などの実習を安全かつ効果的に進めるために、事故防止、安全管理、衛生管理に
十分配慮し、指導を徹底する。米飯とみそ汁、青菜とじゃがいも以外は題材を指定していないた
め、地域や学校、児童の実態に応じた多様な食品を用いることができる。その際、食物アレル
ギーへの対応には、十分配慮し、食品の扱い方に注意した適切な活用を図る。
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 第２　指導計画作成のための資料

１　内容、項目、事項について
　内容の指導に当たっては、第４学年までの学習を踏まえ、他教科等との関連を考慮しながら、各
内容の系統性を明確にして指導ができるよう配慮する。各内容の指導事項アは、知識及び技能の習
得に係る事項、各内容の指導事項イは、アで習得した知識及び技能を活用して思考力、判断力、表
現力等を育成することに係る事項である。それらの指導事項ア及びイは、学習過程を踏まえ、関連
を図って取り扱う。
　なお、家族構成や児童のプライバシーに十分配慮する。

⑴　各項目に示す事項のねらい、配慮事項及び活動例  
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 ⑵　空間軸や時間軸の視点を重視し、小・中・高等学校の体系化を図った指導計画の作成
　 　空間軸の視点では、家庭、地域、社会という空間的な広がりから、時間軸の視点では、これま
での生活、現在の生活、これからの生活、生涯を見通した生活という時間的な広がりから学習対
象を捉え、学校段階を踏まえて指導内容を整理する。
⑶　学習過程を踏まえた育成する資質・能力の明確化
　 　生活の中から問題を見いだし、課題を設定し、解決方法を検討し、計画、実践、評価・改善す
るという一連の学習過程を重視し、この過程を踏まえて知識及び技能の習得に係る内容や、それ
らを活用して思考力、判断力、表現力等の育成に係る内容について整理する。

２　小学校家庭、中学校技術・家庭（家庭分野）の内容一覧
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３　２学年間を見通した指導計画例
⑴　基礎的な理解及びそれらに関わる技能の確実な定着を重視した年間指導計画例
　　◎ 実践的・体験的な学習活動を繰り返し行い、基礎的な理解及びそれらに関わる技能を確実に

身に付け、活用する場面を設定した指導計画とした。
＜第５学年（60時間）＞

 ( ) 
 

       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

A  
 

 
 
 

 

 

 

 

 
 

A
 

A  
 

 
 

 
 

   

B
( )( ) 
( )( ) 

 
 

C  
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

B   

( )( ) 
C   

( ) 
 

 

 

 

 

 

 
 

B   
( ) 

B   
( ) 

 
 
 

 
 

 
 

 

                                   

 

 

 

B   

( )( ) 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 
 

B  
 

( ) 
 

C
 

 

 

            
  

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

B  

B
 

( )( ) 
B  

( ) 
( )( ) 
( )( ) 

 
C

( ) 

 

 
 

 
 

T.T 
 

 

 

 

 
A

 
 

 



― 129 ―

＜第６学年（55時間）＞
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⑵ 　家庭生活と学習を結び付け、生活をよりよくしようと工夫する実践的な態度を育成することを
重視した年間指導計画例
　◎ 「Ａ家族・家庭生活」に視点を当て、児童が家族や地域の人々と協力し、よりよい家庭生活を
工夫して実践する喜びを味わえるよう「みつめる・さぐる・実践・深める・いかす」の学びの
過程を重視した指導計画とした。

＜第５学年（60時間）＞
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＜第６学年（55時間）＞
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４　題材の計画と一単位時間の展開例
　 　２学年間を見通した指導計画（編P131）第６学年　１食分の食事を作ってみよう　題材の計画（13 時間扱い）

本時の展開例
〇目標　
　・自分が考えた家族に喜んでもらえる献立と調理計画を見直して、完成させる。〈創意工夫〉　　
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５　指導項目・事項チェック表
　年間指導計画をチェックしているものです。これを作成して、漏れがないか確認してください。


